
し
っ
か
り
準
備
し
て
、

ラ
リ
ー
本
番
に
備
え
よ
う

　ラ
リ
ー
と
他
の
競
技
と
違
う
の
は
、

準
備
や
荷
物
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
毎

日
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
で
宿
泊
で

き
る
の
は
A
X
C
R
の
魅
力
の
一
つ
だ

が
、
ラ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
は
し
っ
か
り

走
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら
対
処

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
し
た
が
っ
て
、

7
月
の
マ
シ
ン
&
パ
ー
ツ
の
輸
送
ま
で

の
準
備
が
重
要
に
な
る
。

　ま
た
F
I
M
ラ
イ
セ
ン
ス
や
ビ
ザ

（
今
年
は
タ
イ
1
国
開
催
な
の
で
必
要

な
し
）
の
取
得
な
ど
も
、
一
度
や
れ
ば

簡
単
な
の
だ
が
、
初
め
て
の
場
合
は

不
安
な
は
ず
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
限

り
、
必
要
な
情
報
を
載
せ
て
み
た
の
で
、

ラ
リ
ー
に
関
心
を
持
っ
た
な
ら
ば
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
装
備

や
ア
イ
テ
ム
は
人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
ラ
リ
ー
経
験
者
か
ら
の
リ

サ
ー
チ
も
役
立
つ
は
ず
だ
！

工具やパーツなどの荷物は頑丈な中型コンテナBOX2個位が便利。スペアタイヤ
やタイヤチェンジャー、さらに期間中は日用品のスーツケースも、毎日移動用ト
ラックに参加者自身が積み下ろしするので、防水性や耐久性にも気をつけたい。
今年はサイドが開くトラックが用意される予定だ

　例年横浜市金沢区の指定倉庫に、洗車しガソリンを抜き取った状態のマシン、パーツなど
の荷物（コンテナBOX）、タイヤ、その他の荷物を持ち込む。参加申し込み後に送付された
関連書類に記入し、7月6日（木）までに提出。搬入は7月13日（木）～15日（土）を予定。
大会終了後の横浜での受け渡しは9月14日（木）～16日（土）を予定している。

　主催者から渡されるロードブック（マップ）の距離（区間と総
合）、コマ図を照らし合わせながら進む競技。リエゾンは移動区間、
SSはタイムで競う。まずホテルからSS1までのリエゾンをマッ
プを見ながら目指すが、ターゲットタイム内に到着しないとペナ
ルティが課せられるので、おおよその平均速度を割り出すか、期
限時間を把握しておいたほうが安心。またSSもマックスタイム内
にフィニッシュする必要がある。選手はタイムカードを渡され、ス
タートとフィニッシュなどでスタッフに提出し、記録し、サイン
を記入。スタート順は毎日ホテルのロビーなどに貼り出される。
　基本は一人で長距離を走行するが、ときに難しいナビゲーショ
ンでは共闘作戦をとったり、複数で川を渡ったりと、冒険的な要
素も。これが最高の思い出になるのだ。

　人それぞれ装備は異なるが、やはりア
ジアといえば視界がゼロになるほど強烈
なスコールや、川渡り、深いウォーター
ベッド。今年もそのようなセクションが
用意されているようなので、水没対策な
どをしていったほうがよさそうだ。

　A
X
C
R
は
主
催
者
が
日
本
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
日
本
人
参
加
者
に
よ
っ
て
日
本
語
が
飛
び
交
う
の
で
安
心
し

て
よ
い
が
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
貼
ら
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
す

べ
て
公
用
語
で
あ
る
英
語
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま
た
マ
ナ
ー
、

ル
ー
ル
も
、
あ
く
ま
で
も
国
際
大
会
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
念
頭
に
入
れ
て
お
こ
う
。
結
果
と
し
て
英
語
、
タ
イ
語
が

話
せ
な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
大
丈
夫
だ

が
、
覚
え
て
お
い
て
損
は
な
い
。

マップは前夜にSSとリエゾ
ンをマーカーで色分けして
おき、村の制限速度区域や
「!! !」マークなどの注意箇
所をマーキング。走行中に
認識しやすくする。トリップ
メーターが正しく作動して
いれば、総合距離のみの
確認で進められるはずだ。
「FLYING FINISH」の
マークが見えれば、フィニ
ッシュは目前だ！

風圧低減や雨によるマップホルダー、
メーターへのダメージを軽減するため
のフロントバイザーは便利。転倒時の
破片飛散防止、衝突時の保護やビビリ
防止に、ゴム製の縁をつけている

この日はSSが1本で
216.29km。ときに
300kmを越えるSS
もあるので、ガソリン
補給タイミングなども
考慮する

左：国内のオンタイムエンデュー
ロ同様に、進行は電波時計でおこ
なわれるので、腕時計なども電波
時計にしておくと便利。本誌宮崎
は気圧センサーやコンパス内臓、
ソーラータイプのCASIOプロトレ
ックを愛用　中：身につける荷物
を減らすならGiant Loopなどの
バッグが便利。FOXのポーテー
ジ ハイドレーションパックは飲料
3L、バッグ容量20.5Lで便利　
右：クニペックスのプライヤーレン
チ（8603-180）は全長180m、
35mmナットまで対応するのでア
クスルレンチ代わりにもなる。持っ
ておいて損はない

準備HOW TO編

AXCRに持っていくと便利な物

バイクの輸送・受け渡しは？

あると便利なバイク装備

☆AXCRのことに関しては、2014年からサービス隊として参加中のハスクバーナ東名横浜で相談可能です!

ちなみに現地では…
受付時に渡されるのは、ラリー期間
中の現地強制保険証控えや、国境を
越える際に必要な税関の証明証（写
真）。これら大事な書類はジップロ
ックなど雨対策をして携帯しておく

先月号に続き、人気急上昇中のアジアクロスカントリー
ラリーのハウツー企画をお届する。今月は参加するに
あたって必要なライセンスや持ち物などを紹介しよう！
PHOTO／M.Takahashi　高橋学、D.Miyazaki　宮崎大吾
TEXT／D.Miyazaki　宮崎大吾

　毎年多すぎたり少なかったりで、コレが完璧！　という
わけではないがご参考までに。コンテナBOXの
中には『スペアパーツ』『工具セット（走行時
用の携帯工具も含む）』『ヘッドライト（緊急用
と、夜間整備やマップ装着用）』『廃棄オイル
受け』『ペーパータオル』『ガムテープ、ビニ
ールテープ』『タイラップ』『透明な袋（マップ
ホルダーの防水用にも使える』『ZIPロック』『バ
ッテリー充電器』『救急セット』『予備用ガソリン缶』『サ
ンダル』など。その他交換用タイヤ、予備チューブ、

新品ムース、ムースチェンジャー、ムース用工具、オイ
ル・ケミカル、マップチェック用の蛍光ペンやセロ
テープ、マジックペン、ドリンク用粉末、ゴミ袋、
非常食、センタースタンド、ガソリン缶（ジャ
パンサポートに預ける）など。なお、船便用コ
ンテナに食料や油類は入れられないので要注意。
　ウエアは予備用も持参するが、基本としてホ
テルで洗濯する。ラリー終了後は、無理してでも

ブーツやヘルメットは持ち帰ったほうがいい。船便輸送
中にカビが生えていることもあるので！

本誌宮崎の
持参品

現地での受け渡しはオフィシャルホテルの駐車場や、
近隣サーキットで。2014年、2016年はパタヤ
近郊のビラサーキットで受け渡された。ここから自
走でオフィシャルホテルまで移動する。その間に翌
日用のガソリン補給もおこなう

通常の大会ブリーフィングは英語でおこなわれるが、日本人参加者のために、
前日に日本語によるブリーフィングが開催される。ラリーの基本ルールや、
注意するセクションなどが説明される

英語、タイ語話せないけどOK？

ラリーってどんな競技？

今年本誌宮崎が導入しようと考えているの
がGARMINのGPS。写真は昨年の参加
者のもの。横置きできるOregonを検討中
だ。緊急時に居場所やホテル位置を把握で
きる安心感は大きいかも

国内ラリーと異なりSS、リエゾンともに長い
のでビッグタンクを推奨。FE501用アチェル
ビス16Lタンクはベストサイズだった

左：Giant LoopのZigzag
ハンドルバーバッグは1.5L容
量。携帯工具やタイムカード
の取り出しにも便利　右：人
にもよるが、タイヤは2日に1
回（フロントは3日に1回）
くらいの頻度で交換した。筆
者の場合、基本ミシュランの
エンデューロ用新品ムースを
使い、念のため前後とも1回
は交換している。路面のグリ
ップ感、耐久性ともに、いま
のところ問題なし

横浜金沢区の港にて、マシンやパーツを搬入出す
る。タイヤや荷物は持ち主の名前をしっかり記載
しておこう

FIMライセンスは
どうやって取得するの？

F
I
M
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス
は
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
車
検
で
提
出
。
本
誌
宮
崎
は
念
の
た
め

P
D
F
デ
ー
タ
を
ス
マ
ホ
な
ど
の
端
末
に
入
れ
て
い
る
。
余

裕
を
も
っ
て
7
月
中
に
は
取
得
し
て
お
き
た
い

こ
ち
ら
が
ラ
イ
セ
ン
ス
の
申
請
書
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

書
類
な
ど
を
揃
え
て
M
F
J 

F
I
M
ラ
イ
セ
ン
ス
担
当
宛
で

現
金
書
留
も
し
く
は
、
指
定
銀
行
へ
振
り
込
み
、
郵
送
す
る

M
e
d
d
i
c
a
l 

E
x
m
i
n
a
t
i
o
n 

F
o
r
m
は
、

い
わ
ば
健
康
診
断
書
。
大
会
直
前
に
な
っ
て
慌
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
前
も
っ
て
病
院
な
ど
に
相
談
し
て
お
き
た
い

　区分としては『FIMクロスカントリーラリー国際ライセンス』で、MFJに申請。費用は1大会分な
ら5,000円。申請にあたっては『Meddical Exmination Form』という健康状態を証明する診断書、
個人加入保険、保険誓約書、顔写真3cm×3cmが必要。保険会社はMFJホームページで掲載され
ているほか、AXCR主催者からも海外ラリー適用の保険が紹介される。保険代は約30,000円。

108109 アジアクロスカントリーラリーのエントリー締め切りは2017年6月16日まで　《公式ホームページ》 www.r1japan.net/axcr



AXCRに持っていきたい工具セレクト

コンパクトで便利、携帯にオススメ!

油がついても滑らないグリップを持つウッディドライバーも、手を洗う時間も少ないラリー中の
作業には役立ちそうだ。一般的なドライバーに加えて、ウッディナットドライバー（7mm・
10mm）、ウッディトルクスドライバー（T20H・T30H）、ウッディ貫通ドライバー（+3×
150・－8×150）など、バリエーションも豊富

ちなみに比較用で用いたスーパークッションドライバーだ
が、ラバー製のグリップのクッションが心地よく、疲労時に
も最適。VESSEL全体に共通する、肝心の舳先の「噛み」
も高く、思わぬ発見をした

 商品問い合わせ：VESSEL　TEL06-6976-7771（代表）　http://www.vessel.co.jp

中央自動車大学校ホームページ：http://cts.ac.jp

長距離かつ様々なシチュエーションを走破する海外ラリーは、荷物が多くなりがち。特に工具は機能性を犠牲にできないので重要ポイント。
VESSELならばコンパクトかつ高機能な工具が豊富に揃っているのだ

SPECIAL THANKS／ハスクバーナ東名横浜　TEL：045-465-6071　https://hqv-yokohama.com

車載工具の一例として本誌がセレクトした工具。VESSELのビット・ソケットタイプは利便性だけでなく、
操作性や精度の高さも抜群なので、日常のメンテナンスにも最適だ

ボールグリップ差替
貫通ドライバーが便利！

A

エコソフト　TバーソケットセットB

BA

発売されたばかりのボールグリップ差替貫通ドラ
イバーに、ネジマグキャッチャーをセット。段付サ
キスボトルクスビット、段付サキスボボールポイン
トビットもセット可能。トルクスを多用するハスク
バーナ、KTMオーナーにとってもありがたい

日本のドライバーの先駆けとなる
VESSELの製品は、精度の高さもプロメ
カニックを満足させる要素。また番号が
識別しやすく記載されているので、人に
「●番を取って」と依頼するのにも便利

貫通ドライバーなので、つ
ぶれたネジや錆びたネジに
も使える。大型ナットでガ
ツンと叩ける

側面で数回前後にこすり、
最後に刃先を離すことで脱
磁できる。この手軽さはな
かなか便利だ

ネジマグキャッチャーをビット
に差し込むと強い着磁効果が
得られる。ラリーは屋外で整
備をするので役立ちそうだ

5、5.5、6、7、8、9、10、12、13mmのソケットセットと、握りやすいTバーがグッド。「VESSEL
は全体的に力を使わずに作業できるので、疲れたときや、自分のように毎日使うようなメカニックには最高。
作り手の優しさを感じる」と、プロメカのハスクバーナ東名横浜・大崎店長談

トルクスの30番や6mmナットといった、ハスクバーナのほぼすべての外装に適したサイズが揃ってい
るので、AXCRでも役立つことが多かった

ウッディドライバーは汚れがちな現場作業に最適

CTSの若きメカニックも参加！

+－やトルクスビットを差し替えられるラチェットドライバ
ーもコンパクトで便利。ビットも16種類あり、マグネット
式で交換可能。極力荷物を減らしたいラリー、エンデューロ、
ツーリングでもオススメのアイテムだ

くびれ部外形の太さやトーション部の長さを最適化するこ
とで、衝撃緩和・吸収性を高めている「サキスボ」。この原
理を使用した段付サキスボボールポイントセットや、段付サ
キスボトルクスビットも各種サイズが揃っている

　5年前から千葉県白井市の中央自動車大学校（CTS）
の「ステップアッププログラム」を通し、毎年成績優
秀な学生がAXCRにインターンレースメカニックとし
て参加している。正示校長先生は「学校では得られな
いものを体験させたいという意味で、4年生の最後の
仕上げとして始めました。一昨年私も同行しましたが、
普段整った環境でしか整備したことがない彼らが、限
られた状況のなかで工夫していく姿や、責任をもって
仕事をしている姿を見れたのが嬉しいですね。私達は
学生達に『社会は甘くない』と厳しい指導ばかりしが
ちですが、AXCRの人たちは本当に暖かくて、彼らを
歓迎してくれます。やりがいを持てて、就職にも活か
せていると思います」と話していただいた。ラリーの
過程で世代を超えて絆が生まれるのは本当に素敵だ！

『
チ
ュ
ウ
オ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で
展
示
さ
れ
た
ラ
リ
ー
マ
シ
ン
と
、
正

示
校
長
。
A
X
C
R
で
成
長
す
る
生
徒
達
を
見
る
の
が
嬉
し
い
と
の
こ
と
だ
。

大
学
4
年
生
は
A
X
C
R
へ
、
高
校
3
年
生
は
鈴
鹿
8
耐
に
派
遣
し
て
い
る

限
ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
工
夫
を
覚
え
る
学
生
達
。

ラ
イ
ダ
ー
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
彼
ら
の
献
身
的
な
働

き
に
、
毎
年
感
謝
し
て
い
る
の
だ

古河バッテリーのチームも参戦中！

2
0
1
6
年
度
は
国
内
ト
ッ
プ
ラ
リ
ー
ス
ト
の
江
連

忠
男
氏
、
池
町
佳
生
氏
、
前
田
啓
介
氏
、
そ
し
て
ベ

テ
ラ
ン
コ
ン
ビ
の
福
村
先
生
、
石
井
進
氏
が
F
B
バ

イ
ク
チ
ー
ム
と
し
て
参
戦
し
た

　メジャースポンサーの古河バッテリー（FB）は、毎年チームを送り出すほか、全参加者を
招待してウェルカムパーティも開催。日本人ライダーには予備バッテリーを協賛してくれる
ので、万が一の際にも安心だ。小型リチウム電池に比較して、安心感と信頼性が抜群の鉛製は、
耐久性と確実性が求められるラリーにこそ最適と言えるかもしれない。

日本からの二輪チームには予備のバッテリ
ーが協賛される。万が一のときにも予備が
あるだけで安心だ

LEGによってはSSのタイム上位選手に賞金が出る。昨年はト
ップタイムのライダーに10,000バーツが進呈！

古河バッテリーホームページ：http://www.furukawadenchi.co.jp

手に4ストオイルを垂らした環
境でテストしたところ、明らか
にスーパークッションドライバ
ーよりもトルク伝達がしやすい。
乾燥環境（乾いた手）ではスー
パークッションドライバー：
8.0N・m、ウッディドライバー：
6.1N・mなのに対して、オイ
ル環境ではスーパークッション
ドライバー：1.7N・m、ウッ
ディドライバー：5.9N・mと
明確な差が出た。トルクダウン
率はわずか3%という

油が付いて
も

すべらない
!
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